
「めざす将来の姿 政策分野 重点施策 の体系と指標のイメ ジ 資料３－３

各分野

「めざす将来の姿・政策分野・重点施策」の体系と指標のイメージ

めざす将来の姿（第２章）
４本柱 各分野の中における記載範囲（～になっている）

政策分野別の基本方向（第３章）
政策分野 政策分野の細分野 政策分野における記載範囲（ の方向で推進）

資料３－３

=

①
重点施策 重点施策における記載範囲（～重点的に○○を実施する）

Ⅰ
　
人

１
　
子

　
　
広

Ⅰ-1-(1)
子どもたちが心豊かにた
くましく育つ社会の実現

豊かなこころ、健やかな体の育成 道徳教育、読書活動、農林水産業等の体験活
動、環境教育、食育、健康教育、体力向上、教
育相談体制、ボランティア活動、地域活動への
参画 青少年 健全育成 健全な社会環境 形

4～8 ○いじめ・暴力行
為・不登校の件数

政策分野 政策分野の細分野 政策分野における記載範囲（～の方向で推進）

政策分野別の重点施策（第５章）
指標数 指標例

資料３－３

=

=

②

人
と
地
域
が
輝

子
ど
も
か
ら
大

広
げ
ら
れ
る
社

くましく育つ社会の実現 参画、青少年の健全育成、健全な社会環境の形
成、郷土心の育成、いのちの大切さの醸成、社
会性の育成

○周産期死亡率

　　　　　　など確かな学力の育成とキャリア教育の推
進

少人数教育、教員の資質向上、中高一貫教育、
教育の情報化、国際人の育成、小中高生に対す
るキャリア教育、職業体験、児童の放課後対
策、地域による学校支援、家庭・地域の教育力
向上

資料３－３

=

=

③

④

輝
く
「
ふ
く
し

大
人
ま
で
自
ら

社
会

向上

子どもを生み育てやすい環境づくり 妊婦健康診査支援、不妊治療支援、乳幼児医療
支援、次代の親の育成、仕事と生活の調和、仕
事と子育ての両立支援、保育サービス等の充
実、子育て支援者の育成

援助を必要とする子どもや家庭への支 障がいを持った子供や家庭に対する支援、特別
支援教育 と 親家庭 対す 支援 子ども

資料３－３

=

=

④

①Ⅰ-1-(2)
あらゆる場面で人々がは
つらつとして活躍する社
会の実現

様々な知恵の活用や新たな就業・起業
へのチャレンジに対する支援

新規創業支援、再チャレンジ支援、子育て・介
護・地域活動等のソーシャルビジネス支援、産
学民官連携、高等教育機関等との連携強化、
様々な知恵と技術を結びつける場づくり

3～6 ○NPO法人認証件数

　　　　　　など

ま
」

の
可
能
性
を

援助を必要とする子どもや家庭 の支
援 支援教育、ひとり親家庭に対する支援、子ども

や家庭に対する相談等の支援

資料３－３

=

=

②

③

①Ⅰ-1-(3)
文化 ポ など

文化・スポーツの振興による活躍でき
場づく

スポーツ・文化の振興、文化財保護、伝統芸能
継承 スポ ツや地域活動を通じた地域の誇

2～4 ○福島県芸術祭参加
行事数

会の実現
主体的な社会活動への取組みに対する
支援

市民活動・ＮＰＯの取組み支援、大人の規範意
識の向上

高齢者の生きがいづくり 高齢者の活動支援

資料３－３

=

=

②

文化やスポーツなどによ
る自己実現の場づくり

る場づくり 継承、スポーツや地域活動を通じた地域の誇
り・一体感の醸成

行事数

　　　　　　など
生涯学習の環境づくりを通じた自己実
現の支援

生涯学習

資料３－３

=

=
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めざす将来の姿（第２章）

=

=

各分野

重点施策 重点施策における記載範囲（～重点的に○○を実施する）

４本柱 各分野の中における記載範囲（～になっている）

政策分野別の基本方向（第３章）
政策分野 政策分野の細分野 政策分野における記載範囲（～の方向で推進）

政策分野別の重点施策（第５章）
指標数 指標例

=

=

=

=

①

②

①

※　検討中

地域住民や地域団体、ＮＰＯ、企業等
による地域活動の支援

地域団体、市民団体、ＮＰＯ等の活動支援、地
域コミュニティの再生

Ⅰ-2-(2) 過疎・中山間地域の活力を支える地域 活動の組織化、生きがいづくり、伝統文化の継 3～6 ○地域づくり総合支

Ⅰ
　
人
と
地
域

２
　
力
強
さ
に

　
　
あ
る
地
域

Ⅰ-2-(1)
分権型社会に対応した主
体的な地域づくり

市町村が主体となった地域づくりの支
援

イコールパートナーシップ、権限移譲、地域づ
くり支援、多様な主体の連携

2～4

①

②

③

Ⅰ-2-(2)
地域住民と多様な主体で
ともに支える過疎・中山
間地域

過疎・中山間地域の活力を支える地域
力の育成

活動の組織化、生きがいづくり、伝統文化の継
承、外からの知恵の活用、自然環境の継承、地
域間の連携

3～6 ○地域づくり総合支
援事業（サポート事
業）採択件数

　　　　　　など地域特性を生かした働く場と収入の確
保

農林水産業の振興、六次産業など多様な産業の
発展

域
が
輝
く
「
ふ

に
あ
ふ
れ
た
個

域
社
会

安心して暮らせる生活基盤づくり 医療 福祉 生活交通 情報通信基盤 積雪対③

①

②

電力施設などを活用した産業観光・交流の促
進、スポーツや文化を通じた電気のふるさとと
都市との交流促進・交流の拠点づくり

2～4 ※　検討中

新たな産業基盤の集積 農林水産業等の振興 環境 エネルギ 関連企

電気のふるさとの特色ある地域づくり
の推進

ふ
く
し
ま
」

個
性

安心して暮らせる生活基盤づくり 医療、福祉、生活交通、情報通信基盤、積雪対
策等の生活環境の改善

Ⅰ-2-(3)
個性的で活力に満ちた電
源立地地域

② 新たな産業基盤の集積 農林水産業等の振興、環境・エネルギー関連企
業の集積と地元企業との連携強化
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めざす将来の姿（第２章）

=

=

各分野

重点施策 重点施策における記載範囲（～重点的に○○を実施する）

４本柱 各分野の中における記載範囲（～になっている）

政策分野別の基本方向（第３章）
政策分野 政策分野の細分野 政策分野における記載範囲（～の方向で推進）

政策分野別の重点施策（第５章）
指標数 指標例

=

=

=

=

①

②

4～8 ○製造品出荷額等

○工場立地件数

○特許等出願件数

など

県内企業の技術革新、知的財産活用に
よる競争力・収益力の強化

産学民官連携による技術革新、知的財産戦略の
活用などによる県内製造業の競争力・収益力の
強化

Ⅱ
　
い
き
い
き

１
　
地
域
に
根

Ⅱ-１-(1)
力強い産業の多彩な展開

産業クラスターの形成など層の厚い産
業の集積

企業誘致、企業立地、製造業の集積、立地企業
と地場企業の連携・取引強化

③

④

　　　　　など
商業、情報通信産業・観光産業など
サービス産業の強化

商業、情報通信産業（ＩＴ・ＩＣＴ）・観光産
業などサービス産業の強化

ものづくり産業と商業・サービス産業
等との連携強化による県内産業の総合
力の向上

ものづくり産業とサービス産業との連携強化、
県内産業の情報発信力の強化、付加価値の向
上、ブランド力・販売力の強化、地域内経済循
環の実現

き
と
し
て
活
力

根
ざ
し
た
力
強

①

②

Ⅱ-１-(2)
農林水産業の持つ底力の
発揮

生産者と消費者の絆の構築 農林水産業の情報発信力の強化、再評価の促
進、それを基礎とした地産地消の推進

3～6 ○農業産出額

　　　　　　など

経営力の強化による所得向上、生産力
の強化による食料自給率向上 担い手

農地等の経営資源の徹底活用、水田農業改革・
園芸・林業・水産業等の戦略的な産地経営、環

環の実現力
に
満
ち
た
「

強
い
産
業
に
支

③

の強化による食料自給率向上、担い手
の確保

園芸 林業 水産業等の戦略的な産地経営、環
境変化に対応した新品種開発、担い手の育成・
確保

農商工連携、六次産業化などによる農
林水産業の総合力の強化

農商工連携、六次産業化による農林水産業の付
加価値向上、農林水産物を核とする県産品のブ
ランド化など販売力・収益力の強化、地域内経
済循環の実現

ふ
く
し
ま
」

支
え
ら
れ
た
社
会

①

②

③

Ⅱ-１-(3)
産業を支える多彩な人々
の活躍

多様な就業機会の提供、県内への就職
誘導

就職に際するマッチング支援（サービス業、農
林水産業など）、県内就職支援

3～6 ○有効求人倍率

○福島県次世代育成
支援企業（仕事と生
活の調和推進企業）

産業を支える人々の能力育成 技術の向上、技能・知識・経験の伝承、事業の
承継

女性や高齢者の就業環境の整備 就業 仕事と生活の調和などによる職場環境の改善

済循環の実現会

③
推

認証数
　　　　　　など

女性や高齢者の就業環境の整備、就業
機会の増加

仕事と生活の調和などによる職場環境の改善、
女性・高齢者の就業機会の増加
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めざす将来の姿（第２章）

=

=

各分野

重点施策 重点施策における記載範囲（～重点的に○○を実施する）

４本柱 各分野の中における記載範囲（～になっている）

政策分野別の基本方向（第３章）
政策分野 政策分野の細分野 政策分野における記載範囲（～の方向で推進）

政策分野別の重点施策（第５章）
指標数 指標例

=

=

=

=

①

②

Ⅱ
　
い
き
い
き

　
　
「
ふ
く
し

２
　
多
様
な
交

Ⅱ-2-(1)
多様な地域との交流の拡
大と連携の強化

都市部と農山漁村との連携、魅力ある
中心市街地づくり

都市部と農山漁村との役割分担・連携、生活交
通の確保、コンパクトシティ、中心市街地の活
性化、市街地の環境整備、住宅供給・居住環境
の改善

3～6 ※　検討中

七つの生活圏相互、市町村相互の交流
促進

生活圏相互の連携・交流、市町村相互（県内都
市と農山漁村など）の交流、流域連携、

③

①

様々な課題についての県境を越えた広域連携、
広域的な地域づくり、広域的な経済連携

Ⅱ-2-(2)
観光と定住・二地域居住

国内観光の推進 グリーン（ブルー）・ツーリズム、エコ・ツー
リズム、滞在型観光などニューツーリズムの推

3～6 ○観光客入込数

き
と
し
て
活
力

し
ま
」

交
流
ネ
ッ
ト
ワ

促進 市と農山漁村など）の交流、流域連携、

広域的な連携の推進

②

観光と定住 二地域居住
による交流の拡大

、滞在 観光 推
進、教育旅行、体験交流型旅行、おもてなしの
心が息づく観光地づくり

○外国人留学生数

　　　　　　など

力
に
満
ち
た

ワ
ー
ク
に
支
え

国際観光の推進と文化などを通じた国
際交流の促進

国際観光、体験交流型旅行、外国人観光客の受
入体制整備、国際相互理解、文化等による外国
との地域間交流、国際会議、国際協力・貢献

③ 定住・二地域居住
の推進

①

え
ら
れ
た
社
会

定住・二地域居住

Ⅱ-2-(3)
交流と連携強化のための
基盤づくりと活用

七つの生活圏、市町村間を結ぶ交通
ネットワークの確保

基幹的な道路や幹線道路ネットワークの構築 3～6 ○７つの生活圏の中
心都市間の平均所要
時間

②

③

基盤づくりと活用 時間

○福島空港利用者数

○小名浜港・相馬港
の貨物取扱量
　　　　　　など

多様な情報の受信・発信力の強化 情報基盤の整備、情報リテラシー（活用力）の
向上、情報発信力の強化、

広域的な物流をはじめとする経済交流
の推進

物流面強化、福島空港や港湾を活用した広域的
な交流、福島空港の利用者増、国際経済交流

な
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めざす将来の姿（第２章）

=

=

各分野

重点施策 重点施策における記載範囲（～重点的に○○を実施する）

４本柱 各分野の中における記載範囲（～になっている）

政策分野別の基本方向（第３章）
政策分野 政策分野の細分野 政策分野における記載範囲（～の方向で推進）

政策分野別の重点施策（第５章）
指標数 指標例

=

=

=

=

①

②

③

○介護保険第１号被
保険者の要介護（要
支援）認定率

　　　　　　など
高齢者の介護予防 高齢者の介護予防

感染症の予防対策 結核 麻しん インフルエンザ ＨＩＶ等の予

Ⅲ-1-(1)
生涯を通じた健康づくり
の展開

生活習慣病対策など健康づくりの推進 運動習慣の定着、食生活の改善・食育、喫煙対
策など保健指導の強化などによる生活習慣病
（がん、心疾患、脳血管疾患等）の対策

3～6Ⅲ
　
安
全
と
安

 
 
「
ふ
く
し

１
　
だ
れ
も
が

　
　
暮
ら
せ
る ③

①

②

感染症の予防対策 結核、麻しん、インフルエンザ、ＨＩＶ等の予
防、肝炎対策、生活衛生確保

Ⅲ-1-(2)
安心できる地域医療体制
の充実

周産期、小児、救急医療の充実など地
域医療の確保

地域医療、産婦人科・小児科医療、救急医療等
の体制構築・確保

2～4 ○医療施設従事医師
数

など命と健康を守る医療人の育成と医療の 医師確保・定着促進、女性医師支援、看護師等

安
心
に
支
え
ら

し
ま
」

が
健
康
で
安
心

る
社
会

②

①

②

多様な主体による介護サービスの提供や福祉
サービスの充実

2～4 ○介護老人福祉施設
等の定員数

など地域生活への移行や就労支援など障が 地域生活移行、就労支援、長期的な支援体制の

高齢者を対象とした福祉サービスの充
実

　　　　　など命と健康を守る医療人の育成と医療の
質の向上

医師確保 着促 、 性医師 援、看護師
の確保・定着促進、地域医療を担う人材育成、
病院機能評価、医療従事者の資質向上

ら
れ
た

心
し
て

Ⅲ-1-(3)
高齢者や障がい者に対す
る多様な福祉サービスの
充実

② 　　　　　など地域生活への移行や就労支援など障が
い者の自立支援

地域生活移行、就労支援、長期的な支援体制の
構築充実
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めざす将来の姿（第２章）

=

=

各分野

重点施策 重点施策における記載範囲（～重点的に○○を実施する）

４本柱 各分野の中における記載範囲（～になっている）

政策分野別の基本方向（第３章）
政策分野 政策分野の細分野 政策分野における記載範囲（～の方向で推進）

政策分野別の重点施策（第５章）
指標数 指標例

=

=

=

=

①

②

3～6 ○交通事故死傷者数

○刑法犯認知件数

○不良食品発生件数

など

生産から消費に至る一貫した食品の安
全確保、県内農林水産物の安全性向上

食品の安全確保、食品安全検査体制、食品表示
の適正化、トレーサビリティ、ＧＡＰ（農業生
産工程管理手法）、消費者と生産者の相互理解

Ⅲ
　
安
全
と
安

 
 
「
ふ
く
し

２
　
様
々
な
リ

　
　
で
き
る
社

Ⅲ-2-(1)
身の回りの安全と安心の
確保

各種犯罪の防止・被害者支援、交通安
全の確保、児童虐待などの被害防止

地域と警察の連携、防犯、薬物乱用防止、犯罪
被害者支援、交通安全、ＤＶ、児童・高齢者・
障がい者虐待等の被害防止・被害者支援

③

①Ⅲ-2-(2)
災害など不測の事態に対

地域における防災体制の充実、広域連
携による迅速な救助・復興体制の構築

地域コミュニティを基礎とする地域防災力の向
上、消防団員の確保、防災体制の整備、自然災

3～6 ○自主防災組織率

　　　　　など
産 程管理手法）、消費者と生産者の相互理解
促進

消費生活などにおける安心の確保 悪質商法等の被害防止・被害者支援、消費者相
談の充実、製品の安全対策、インターネット等
の違法・有害情報対策、個人情報の保護

安
心
に
支
え
ら

し
ま
」

リ
ス
ク
に
対
し

社
会

②

③

災害など不測の事態に対
する備えの充実

携による迅速な救助・復興体制の構築 上、消防団員の確保、防災体制の整備、自然災
害対策、ハザードマップ、広域連携 　　　　　　など

新型インフルエンザなど様々なリスク
への対応

新型インフルエンザ対策、テロ対策など様々な
リスクへの備え

原子力発電所、化学工場など事業所に
おける安全確保対策

原子力安全、発電所周辺モニタリング、化学物
質による環境汚染対策など、事業所における安
全管理 防災体制整備

ら
れ
た

し
て
安
全
で
安

①

②

2～4 ○河川整備率

　　　　　　など
道路、河川など社会基盤の適切な整備
と維持管理による安心の確保

道路、河川整備、砂防治山など社会基盤の適切
な整備、適切な維持管理

おける安全確保対策
全管理・防災体制整備

安
心

Ⅲ-2-(3)
安全で安心な生活を支え
る社会基盤の提供

学校をはじめとする公共施設等の耐震
化

学校などの公共施設、民間施設の耐震化
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めざす将来の姿（第２章）

=

=

各分野

重点施策 重点施策における記載範囲（～重点的に○○を実施する）

４本柱 各分野の中における記載範囲（～になっている）

政策分野別の基本方向（第３章）
政策分野 政策分野の細分野 政策分野における記載範囲（～の方向で推進）

政策分野別の重点施策（第５章）
指標数 指標例

=

=

=

=

①

②

Ⅳ
　
人
に
も
自

１
　
支
え
合
い

　
　
息
づ
く
社

Ⅳ-1-(1)
多様な人々がともに生き
る社会の形成

男女共同参画、人権擁護、多文化共
生、ユニバーサルデザインなどの推進

男女共同参画、人権擁護、多文化共生、ユニ
バーサルデザイン

2～4

ユニバーサルデザインの視点に立った
まちづくりの推進

歩道・自転車道等の整備、まちづくり、思いや
り駐車場

○すべての人が安心
して通れるように配
慮した歩道の延長

　　　　　　など

①

②

③

自
然
に
も
思
い

い
の
心
が

社
会

一人暮らしの高齢者など地域で孤立し
がちな人々に対する支援ネットワーク

一人暮らし高齢者対策、ニート対策、引きこも
り対策

Ⅳ-1-(2)
思いやりと支え合いの心
に満ちた社会の実現

離職時における生活再建支援の充実 就業支援、職業訓練、生活保護 3～6

自殺防止のための総合対策 こころの健康づくり、普及啓発、相談体制の整
備

○自殺者数

　　　　　　など

①

②

い
や
り
に
あ
ふ

がちな人々に対する支援ネットワーク
の確立

り対策

２
　
美
し

　
　
可
能

Ⅳ-2-(1)
美しい自然環境の継承

自然環境の保護と適正な利用 尾瀬等の自然環境保護と適正な利用、自然再
生、野生生物保護・外来生物の防除など生物多
様性の確保

3～6 ○猪苗代湖における
COD値

　　　　　　など健全な水循環の確保と良好な大気環境
等の保全

猪苗代湖、裏磐梯湖沼群など流域連携による水
環境保全、良好な大気・土壌環境等の保全、環

③

①Ⅳ-2-(2)
環境への負荷の少ない低
炭素 循環型社会への転

廃棄物の発生抑制、再使用、再生利用
など循環型社会の形成

廃棄物の発生抑制、再使用、再生利用、有機性
資源の循環活用、不法投棄対策

4～8 ○一般廃棄物の排出
量

ふ
れ
た
「
ふ
く
し

し
い
自
然
環
境
に

能
な
社
会

磐梯山周辺をはじめとする景観の保全・創造

等の保全 環境保全、良好な大気 土壌環境等の保全、環
境に配慮した農業

良好な景観の形成

②

③

炭素・循環型社会への転
換 ○温室効果ガス排出

量

　　　　　　など

産業、行政、学校、家庭における省エ
ネルギーの取組みなど低炭素・循環型
社会の推進

省エネルギー、フード・ウッドマイレージ、
カーボンオフセット、職場交通マネジメント、
環境教育・学習、地産地消

太陽光など再生可能エネルギーの開
発・導入支援、関連産業の育成

太陽光・風力・バイオマス等の再生可能エネル
ギー、燃料電池等の開発・活用支援、低公害車
の普及 環境 ネルギ 関連産業の育成

し
ま
」

に
包
ま
れ
た
持

④

項目数:4 8 62～12422 62

発 導入支援、関連産業の育成
の普及、環境・エネルギー関連産業の育成

森林環境の保全と森林資源の積極的な
活用

持
続 適切な間伐等による森林環境の保全、森林資源

（木材、住宅、バイオマス）の広範な活用
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